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スムーズな診察が行えるよう再診は予約が原則となっております。

PC、スマートフォンから24時間再診予約できます
予約の確認や日時変更、キャンセルもできますのでぜひご利用ください。

https://3713721. jp

再診予約のお願い

当院から皆様へのお願い

●ご自身の健康に関する情報はできるだけ正確にお伝えください。
●治療に関して十分質問をして、理解した上でお受けください。
●当院からお渡しする書類がご本人のものか必ずご確認をお願いします。
●他の患者様や、当院の診療に支障をきたすことが無いよう、病院のルールや
　社会的ルール、病院職員の指示をお守りください。

受付は3日前の14：00まで（休診日を除く）

安全でよりよい医療を実現するため、
医療従事者だけではなく皆様のご協力が必要です。

98日（14週）前から予約可

　医師は、診断、治療方針について
患者の皆様が納得いくまで説明を
行っております。もし、納得できない
こと、判らないことがあれば、担当の
医師にご遠慮なくお尋ねください。
医師から提案された治療法に納得
がいかない場合は拒否できます。こ
の際、当院では代わりにどのような
治療法があるかを明確にご説明い
たします。なお、医学的に妥当ではな
い治療は当院では行っておりません
ので、あらかじめご了承ください。

インフォームド・
コンセントの徹底

　当院では相性の良い医師を探すことがで
きます。何かご不満がある場合には他の医師
に変更することが可能です。また、担当以外
の医師に相談することもできます。医師の変
更や、他の医師への相談をご希望の方はイ
ンフォメーションまたは医療相談室までお
申し出ください。

患者の皆様による
医師の選択 　必要に応じ、当院から他の

医療機関へのご紹介を行って
おります。他の医療機関にか
かっておられる方でも、当院に
現在の治療法で良いか相談し
ていただけます。治療は今ま
でどおりの医療機関で受けて
いただいて問題ありません。

他院との連携

　当院では、診断名、治療法、今後の
見通しについて、はっきりありのまま
告げる方針にしています。患者の皆様
が本当のことを知って治療を受けら
れることが大切だと考えるからです。

病名告知の徹底

　看護本部本部長による医療相談室を設置
しています。病気のことはもちろん、個人的な
お悩み（ご自身の心の問題、ご家族や職場の
お悩み等）の他、治療についての不満や担当
医師と相性が合わないといった直接医師に
は言いにくいこと等、どのような内容でもお
気軽にご相談ください。当院にはカウンセリ
ングセンターも設置しています。ご希望によ
り医師を通じて紹介いたします。まずはイン
フォメーションまでお申し出ください。

医療相談室の設置

　当院では、個人情報の保
護に積極的に取り組んでお
り、個人情報の利用目的に
関して皆様に公開しており
ます。また、当院が有する個
人情報はご本人様へ開示し
ています。詳しくは「隈病院
における個人情報の取り扱
いについて」をご覧ください。

個人情報の保護と
情報開示

当院の方針

◆PC・スマートフォンの方はこちら

078-371-0489◆予約専用ダイヤル（受付 8：30～17：00）
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隈病院 予約 検索

＼
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ドクターに聞く

一人一人の
甲状腺がんの
「個性」を知る

隈病院 栄養科こだわりのバランスレシピ
新しいスタートのお供に…『カラフル簡単黒酢豚』

神戸の楽しい歩き方
花隈周辺でテイクアウトはいかが？

お薬ノート
メルカゾール

検査を読み解く
甲状腺関連ホルモンの測定について

2021年

4月10日（第2土曜）
通常診療

4月24日（土）
休診

11月18日（木）～20日（土）
休診

8月13日（金）～15日（日）
お盆休み

11月13日（第2土曜）
通常診療

なお、各医師の休診日は個別に
お問い合わせください。

休診のお知らせ



甲
状
腺
が
ん
の
罹
患
者
は
年
間
1
8,
1
0
0

人（
男
性
4,
7
0
0
人
、女
性
1
3,
4
0
0

人
）と
推
計
さ
れ
、女
性
に
多
く
、ピ
ー
ク
は

65
‐
75
歳
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、死
亡
数
は

年
間
1,
8
0
0
人（
男
性
6
0
0
人
、女
性

1,
2
0
0
人
）と
肺
が
ん
の
1
╱
40
以
下
で
、

5
年
生
存
率
は
男
性
90
％
、女
性
95
％
と
極

め
て
良
好
で
す
。多
く
の
方
は
甲
状
腺
が
ん

に
な
っ
て
も
亡
く
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

隈
病
院
で
は
、皆
さ
ん
を
悩
ま
せ
て
い
る
甲

状
腺
が
ん
の
個
性
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て

治
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。治
療
前
・
治
療
中
に

確
認
し
て
い
る
項
目（
表
1
）を
中
心
に
、甲
状

腺
が
ん
の
状
態
を
評
価
す
る
指
標
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、甲
状
腺
が
ん
独
特
の

と
て
も
興
味
深
い
性
質
で
す
。

甲
状
腺
が
ん
の
う
ち
一
番
頻
度
が
高
い
の

が 

「
乳
頭
癌
」（
図
1
）で
、周
り
の
リ
ン
パ
節

に
拡
が
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、離
れ
た
臓
器

へ
の
転
移
は
稀
で
す
。増
殖
が
ゆ
っ
く
り
で
、

慌
て
ず
に
治
療
が
で
き
、手
術
に
よ
っ
て
よ
く

治
り
ま
す
。隈
病
院
で
は
、1
㎝
以
下
の
小
さ

な「
微
小
乳
頭
癌
」の
多
く
が
、10
年
以
上
も
悪

化
し
な
い
こ
と
を
臨
床
試
験
で
示
し
ま
し
た

（
１
）。現
在
世
界
中
で
多
く
の
患
者
さ
ま
が
微

小
乳
頭
癌
の
経
過
観
察
を
選
択
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。「
濾
胞
癌
」は
手
術
前
に
診
断
す

る
こ
と
が
難
し
い
種
類
で
、「
乳
頭
癌
」と
合
わ

せ
て「
分
化
癌
」と
言
い
ま
す
。一
般
に
甲
状
腺

が
ん
と
言
え
ば
こ
れ
ら
を
指
し
ま
す
。そ
れ
に

比
べ
て
、ご
く
稀
に
診
断
さ
れ
る「
未
分
化
癌
」

は
増
殖
が
と
て
も
速
く
、切
除
し
て
も
短
期
間

の
う
ち
に
再
発
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、診
断

後
の
平
均
余
命
は
半
年
未
満
と
非
常
に
悪
い

で
す
。最
近
、未
分
化
癌
に
も
効
果
的
な
治
療

方
法
が
開
発
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
大
変
期

待
し
て
い
ま
す
。「
髄
様
癌
」で
は
、遺
伝
性
の

疾
患
と
の
兼
ね
合
い
が
危
惧
さ
れ
ま
す
の
で
、

遺
伝
子
検
査
や
全
身
の
検
索
が
必
要
に
な
り

ま
す
。が
ん
の
種
類（
組
織
型
）に
よ
っ
て
性
質

に
大
き
な
差
が
あ
る
の
で
、甲
状
腺
が
ん
の
治

療
方
法
を
決
め
る
時
に
は
と
て
も
重
要
で
す
。

近
年
で
は
、遺
伝
子
変
異
に
よ
っ
て
が
ん
の
種

類
分
け
を
し
よ
う
と
い
う
試
み
も
進
ん
で
い

ま
す
。

「
年
を
取
っ
て
か
ら
の
が
ん
は
進
行
が
ゆ
っ

く
り
だ
。」と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、甲
状
腺
が
ん
で
は
、若
い
方
の
ほ
う
が

命
に
か
か
わ
る
率
が
少
な
い
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。若
い
方
の
甲
状
腺
が
ん
も
必
ず
し

も
早
期
に
発
見
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、リ
ン

パ
節
転
移
が
拡
が
っ
て
い
た
り
、転
移
が
見
つ

か
っ
た
り
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、不
思
議
な
こ
と
に
、高
齢
の
方
に

比
べ
る
と
手
術
で
も
す
っ
き
り
と
切
除
し
や

す
く
、術
後
の
治
療
も
効
き
や
す
く
て
経
過

も
良
い
の
で
す
。後
で
述
べ
ま
す
進
行
度
分
類

で
も
、若
い
方
の
進
行
度
は
低
く
判
定
さ
れ
ま

す
。若
い
方
で
は
転
移
が
見
つ
か
っ
て
も
、高

齢
者
の
転
移
の
な
い
が
ん
と
同
程
度
の
高
い

生
存
率
で
す
。体
力
や
免
疫
力
だ
け
で
は
説
明

で
き
な
い
不
思
議
な
話
で
す
。

ま
た
、男
性
の
甲
状
腺
が
ん
は
女
性
と
比
べ

て
悪
性
度
が
高
く
、再
発
も
し
や
す
い
こ
と
が

以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。冒
頭
の
5
年
生

存
率
で
も
差
が
あ
り
ま
し
た
ね
。原
因
は
よ
く

一
人
一
人
の

甲
状
腺
が
ん
の

﹁
個
性
﹂
を
知
る

ドクターに聞く

11

小野田　尚佳
大阪市立大学医学部を卒業後、同大学旧第一外科学教室に入局。

外科研修を修了し、消化器外科としてのキャリアをスタートさせる。その後同大学大
学院に進学し、食道静脈瘤や胃がんなどの消化器疾患等に関する研究を行う。
カリフォルニア大学サンディエゴ校への留学を経て1997年に大阪市立大学
に戻ったのち、専門分野を内分泌外科（甲状腺外科）に移し、甲状腺診療
のグループ長として臨床及び研究に力を注ぐ。2018年3月からは同大
学乳腺・内分泌外科病院教授を務めていたが、より甲状腺外科診療
の需要が高い場所で患者さんの力になりたいと考え、誘いを受ける
形で2020年4月に隈病院 外科に入職。入職後は、診療本部本部
長として診療チーム全体の指導やまとめ役を担っている。

お の だ 　 　 　 　  な お よ し

診療本部 本部長 甲状腺外科 内分泌外科

PROFILE

表1 甲状腺がんの治療前・治療中に確認していること

図1 甲状腺がんの種類（組織学的分類）

1.年齢、性別
2.甲状腺がんの種類
　（病理組織学的分類、遺伝子変異）
3.甲状腺がんの進み具合（進行度・ステージ）
　①がんの大きさ、がんの周りへの拡がり
　②リンパ節へのがんの拡がり
　③遠隔臓器へのがんの転移
4.甲状腺がんの増殖するスピード
5.治療効果
　（手術根治度、アイソトープ治療への反応）

乳頭癌 88%

濾胞癌 7%

未分化癌 0.3%
低分化癌 0.3% 悪性リンパ腫 1%
髄様癌 2% 他 1%

23 KUMA+KUMA+



が
ん
の
拡
が
り
に
関
す
る
情
報
は
、
原
発

腫
瘍（
T
u
m
o
r
の
T
）、
リ
ン
パ
節
転
移

（
L
y
m
p
h 
N
o
d
e
の
N
）、遠
隔
転
移

（
M
e
t
a
s
t
a
s
i
s
の
M
）の
そ
れ
ぞ
れ

を
数
字
で
表
現
し
ま
す
。

原
発
腫
瘍
:首
は
頭
と
体
を
つ
な
ぐ
細
い
部

分
で
、甲
状
腺
の
周
り
に
は
気
管
、声
を
出
す
喉

頭
、食
道
、神
経
な
ど
生
き
て
い
く
の
に
大
切
な

臓
器
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。甲
状
腺
内
に
が
ん
が

留
ま
っ
て
い
る
う
ち（
T
1
‐
３
）は
症
状
も
少

な
い
で
す
が
、周
り
に
拡
が
る（
T
4
）と
困
っ
た

症
状
が
出
ま
す
し
、甲
状
腺
だ
け
で
な
く
周
り
の

臓
器
ご
と
取
り
除
く
大
き
な
手
術
が
必
要
で
、術

後
の
日
常
生
活
も
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

リ
ン
パ
節
転
移
:甲
状
腺
が
ん
で
リ
ン
パ
節

転
移
が
な
い（
N
0
）方
は
む
し
ろ
少
数
派
で

す
。術
後
病
理
検
査
で
初
め
て
わ
か
る
程
度
の

小
さ
な
リ
ン
パ
節
転
移
が
あ
っ
て
も（
N
1
）、

生
存
率
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
方
で
、手

術
前
か
ら
わ
か
る
よ
う
な
大
き
な
リ
ン
パ
節
腫

大
が
あ
る
場
合
は
、遠
隔
転
移
が
あ
る
の
と
同

じ
く
ら
い
危
険
な
こ
と
を
隈
病
院
で
の
治
療
成

績
で
明
ら
か
に
し
ま
し
た（
2
）。こ
の
結
果
は
、

甲
状
腺
が
ん
治
療
の
基
準
と
な
る「
甲
状
腺
腫

瘍
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
も
記
載
さ
れ
、大
き

な
リ
ン
パ
節
転
移
が
あ
る
場
合
は
十
分
な
治
療

を
行
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

遠
隔
転
移
:一
般
の
が
ん
で
遠
隔
転
移
が
あ

る
場
合（
M
1
）、が
ん
の
末
期
と
考
え
ら
れ
ま

す
。し
か
し
、甲
状
腺
が
ん
で
は
遠
隔
転
移
を

持
っ
た
ま
ま
10
年
以
上
生
存
さ
れ
て
い
る
方
が

と
て
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。ゆ
っ

く
り
と
増
殖
す
る
と
い
う
甲
状
腺
が
ん
の
性

質
が
、転
移
し
て
か
ら
で
も
そ
の
ま
ま
保
た
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。稀
に
進
み
が
早
い
方
も
い

ま
す
が
、最
近
の
研
究
で
好
中
球
リ
ン
パ
球
比

（
N
L
R
）と
い
う
指
標
を
使
う
と
、あ
る
程
度

見
分
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

T
、N
、M
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
病
気
の
進

行
度
を
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
の
ス
テ
ー
ジ
で
表
し
ま
す

（
T
N
M
分
類
）。Ⅰ
期
は
早
期
の
が
ん
、Ⅱ
期
は

進
行
途
中
の
が
ん
、Ⅲ
期
は
周
り
に
拡
が
っ
た

が
ん
、Ⅳ
期
は
全
身
に
拡
が
っ
た
が
ん
で
す
が
、

甲
状
腺
が
ん
で
は
Ⅰ
〜
Ⅲ
期
ま
で
の
生
存
率
は

良
好
で
す
。T
N
M
分
類
は
国
際
的
に
統
一
さ

れ
た
世
界
の
共
通
語
で
す
。

写
真（
図
2
）は
甲
状
腺
が
ん
の
顕
微
鏡
写

真
で
す
が
、茶
色
く
見
え
る
の
が
増
殖
し
て
い

る
が
ん
細
胞
で
す
。左
の
乳
頭
癌
に
比
べ
る
と

右
の
未
分
化
癌

で
は
茶
色
く
染

ま
っ
た
細
胞
が

多
い
の
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。た

く
さ
ん
の
細
胞

が
増
殖
す
る
と
、

し
こ
り
も
急
激

に
大
き
く
な
り

ま
す
。増
殖
し
て

い
る
細
胞
が
多

い
時
に
は
、再
発

も
起
こ
し
や
す

い
で
す
。

C
T
検
査
な
ど
の
画
像
を
見
る
と
病
巣
の
大

き
さ
が
測
定
で
き
、大
き
く
な
る
ス
ピ
ー
ド
が

数
字
で
判
り
ま
す
。写
真
左
の
14
㎜
の
肺
転
移

病
巣
は
１
年
で
21
㎜
ま
で
50
％
大
き
く
な
り
ま

し
た
。体
積
だ
と
3
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

個
々
の
病
巣
の
増
殖
ス
ピ
ー
ド
を
知
る
の
に
は

大
変
良
い
方
法
で
す（
図
3
）。

甲
状
腺
が
ん
の
多
く
で
は
、サ
イ
ロ
グ
ロ

ブ
リ
ン
と
い
う
血
液
検
査
値
が
高
く
な
り
ま

す
。こ
の
数
字
の
上
昇
程
度
を
調
べ
る
と
病
気

の
進
み
具
合
が
判
る
こ
と
を
、宮
内
昭
院
長
が

考
案
し
ま
し
た（
3
）。進
行
が
遅
い
乳
頭
癌

で
は
、何
年
も
数
値
が
変
化
し
な
い
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。一
方
で
、1
年
未
満
に
数
値
が

2
倍
以
上
に
な
る
よ
う
な
場
合
、進
み
は
早

く
、生
存
率
も
悪
く
な
り
ま
す
。体
全
体
の
病

気
の
進
行
具
合
を
一
度
に
示
す
こ
と
が
で
き

る
と
て
も
優
れ
た
方
法
と
し
て
、世
界
中
の
医

師
が
日
々
の
臨
床
で
使
っ
て
い
ま
す
。

甲
状
腺
が
ん
の
最
も
有
効
な
治
療
は
手
術
で

す
。手
術
で
と
り
切
れ
た
が
ん
は
再
発
す
る
こ

と
も
少
な
く
、再
発
し
て
も
治
療
で
き
る
こ
と

が
多
い
で
す
。術
後
に
は
再
発
を
予
防
し
、病
気

の
進
行
を
押
さ
え
る
た
め
に
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン

剤
の
内
服
量
の
調
整
が
大
事
で
す
。ま
た
、最
初

の
手
術
で
と
り
切
れ
な
い
病
巣
が
残
っ
た
場
合

は
、ア
イ
ソ
ト
ー
プ
治
療
や
分
子
標
的
薬
治
療

と
い
っ
た
追
加
の
治
療
で
病
気
の
進
行
を
大
幅

に
押
さ
え
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、完
全
に

治
り
き
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

甲
状
腺
が
ん
に
は
千
差
万
別
の
個
性
が
あ

り
、が
ん
の
性
格
、進
行
度
、増
殖
ス
ピ
ー
ド
や

遺
伝
子
変
異
、N
L
R
な
ど
の
新
知
見
を
個
別

に
判
断
し
な
が
ら
最
適
な
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
あ
ま
り
し
ん
ど
く
な
い
手
術
で
、と
っ
た

ら
治
っ
た
。」「
い
つ
行
っ
て
も
検
査
だ
け
で
、変

わ
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
。」と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
裏
に
は
、細
か
な
評
価
が
行
わ
れ
、綿
密
な
治

療
計
画
が
存
在
し
ま
す
。

ドクターに聞く

11
図3　肺転移のCT写真
　　  （外科、東山卓也先生提供）

図2
増殖している細胞を染色
した顕微鏡写真
（Ki67免疫染色標本：
病理診断科、
廣川満良先生提供）
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14㎜の病巣 21㎜まで大きく。
1年後
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10月

11月

12月

隈 ―病 ―院 ―の ―最 ―前 ―線
学 会

さまざまな講演や発表を行っています。
国際甲状腺学会Internat ional Thyroid 
Congressは5年に一度、世界の4地域すなわち
北アメリカ、ラテンアメリカ、ヨーロッパおよびア
ジアオセアニアの甲状腺学会が一堂に集まって
開催される世界最大の甲状腺学会です。今年は
9月に中国西安市にて開催される予定でしたが、
新型コロナ感染症のため延期となり、結局12月
16日から20日にWebでの開催となりました。講
演・発表はいずれもあらかじめビデオ収録された
ものが予定の時刻に合わせて放映される形で行
われました。当院副院長赤水尚史は現在アジア
オセアニア甲状腺学会の理事長ですので、開会
式にて今回の当番学会の理事長としての挨拶を
行いました。治験臨床試験管理科科長伊藤康弘
は「甲状腺分化癌の学際的取り扱い」のシンポジ
ウムにて「低リスク微小甲状腺乳頭癌の積極的
経過観察」について講演しました。院長宮内昭は
「甲状腺乳頭癌の積極的経過観察」のシンポジウ
ムにて「アジアオセアニア地域における積極的経

過観察の実際」と題して講演しました（写真）。内
科科長伊藤充は「甲状腺機能低下症の治療：T4
かT3+T4か」のセッションにて「日本における取り
扱い」と題して講演しました。今回の学会では一般
演題の発表はなく、全て大きいトピックスの講演
のみとなりました。その中で、甲状腺微小癌に対す
る積極的経過観察は当院からの2つの講演以外
にも3名の先生たちが各々の講演の中でこの新し
い取り扱いを紹介し推奨していました。講演放映
時のアクセス数は第I会場が7000～9000人、第
2会場が2500～3500人と大変多くの人たちが
視聴したようです。また、これらの講演は後日、都
合の良い時間に視聴できるので大変多くの人が

参加したこと
になると思わ
れます。

第16回国際甲状腺学会で発表
1日 日本医療検査科学会（オンデマンド開催）

検査技師 河合 岳郎、山崎 永輔が口演

2日
THANC Virtual Thyroid Journal Club（Web開催）
医師 宮内 昭「Marked decrease over time in conversion surgery after active surveillance of low-risk
papillary thyroid microcarcinoma」

5日 倉敷芸術科学大学講義（岡山県倉敷市）
医師 廣川 満良「甲状腺・唾液腺の病理細胞診」

13日 日本乳癌学会学術総会（Web開催）
医師 安藤 孝人「BIA-ALCL発生によるエキスパンダー・ブレストインプラント回収に伴う当院における同時乳房再建への影響」

16日 メドトロニック社内WEBトレーニングセミナー（Webセミナー）
医師 舛岡 裕雄「甲状腺手術へのNIM使用について」

17日 ISS/SIC（万国外科学会）・IAES（国際内分泌外科学会）（Web Council Meeting）
医師 宮内 昭「学会理事会・IAES活動報告」

22日 日本癌治療学会学術集会（京都府京都市）
医師 伊藤 康弘「甲状腺癌に対するMulti-target kinase inhibitorsの投与経験」

24日 大阪甲状腺RI内用療法・分子標的治療研究会（Web Live配信）
医師 西川 光重「バセドウ病の診断と治療の最前線」

24日 読売オンライン健康講座（オンライン）
医師 木原 実、西原 永潤が口演

25日 畿央大学講義（大阪府大阪市）
医師 廣川 満良、検査技師 樋口 観世子が口演

28日 AOCE-SICEM 2020（Web開催）
医師 赤水 尚史が口演

13日

臨床内分泌代謝Update（東京都港区／Web開催）
医師 宮内 昭（日本内分泌学会EJ優秀論文賞 受賞式に出席」）
医師 赤水 尚史（学会賞受賞講演の座長）
医師 西原 永潤「甲状腺 最近の話題」
医師 深田 修司「阻害型TSH受容体抗体により甲状腺機能低下症をきたした親子例」

21日 IAES（International Association of Endocrine Surgeons）Online Postgraduate Course（WEB開催）
医師 宮内 昭「Papillary thyroid microcarcinoma: Treatment strategies」

21日 京都甲状腺癌研究会（京都府京都市／Web開催）
医師 宮内 昭、伊藤 康弘が口演

21日 日本臨床細胞学会秋期大会（神奈川県横浜市）
医師 廣川 満良、林 俊哲、検査技師 樋口 観世子、鈴木 彩菜、兼松 里紗、山尾 直輝が口演

26日 日本内分泌外科学会学術大会（LIVE配信）
医師 宮 章博、小野田 尚佳、伊藤 康弘、舛岡 裕雄、藤島 成、能田 拓也、検査技師 鈴木 彩菜が口演

26日 Jinling Conference of Endocrinology and Metabolism（WEB発表）
医師 赤水 尚史「Consensus and Controversy Management of autoimmune thyroid diseased」

1日 日本超音波医学会学術集会（WEB開催）
検査技師 大下 真紀、筒浦 有紀恵が口演

5日 腫瘍核医学診断治療セミナー（大阪府大阪市）
医師 伊藤 充「バセドウ病の診断と治療」

16日
International Thyroid Congress（WEB開催）
医師 宮内 昭「Active surveillance: Real world perspective, implication and practicality AOTA」
医師 赤水 尚史
医師 伊藤 充「LT4 vs.T3 + T4,Management in Japan」

19日
日本甲状腺学会学術集会（Web開催）
医師 宮内 昭、赤水 尚史、深田 修司、伊藤 充、西原 永潤、工藤 工、笠原 俊彦、中村 友彦、羽田 幹子、南方 瑞穂、
貴志 豪俊が口演

12～18日
2020 Marck China Thyroid Online Forum（Web開催）
医師 宮内 昭「Active surveillance of adult patients with low-risk papillary thyroid microcarcinoma」
医師 赤水 尚史「Autoimmune Thyroid Diseases」

▼ P8へ

▼P7へ

小野田尚佳診療本部長が、Medical Note社
主催のオンライン市民講座で「甲状腺がん」につ
いて講演しました。第一部では「甲状腺がんと
は？」第二部では「甲状腺がんの治療」について、
甲状腺疾患専門病院である隈病院の紹介を加
えながら、市民の皆さんが分かりやすいように平
易な言葉で説明しました。甲状腺がんはほかの
癌に比べて少ないですが、女性に多く、増加の傾
向にあります。種類も多く、病状に応じて治療も

多岐にわたります。盛りだくさんの内容を隈病院
での豊富な診療実績を踏まえて、多くの写真や
動画をまじえた視覚に訴える発表となりました。
講演の様子は、11月11日からMedical Note社
サイトでYouTube動画として配信されました。
新型コロナ感染症のために、市民講座もオンラ
インでの収録、公開となりましたが、検診や医療
施設受診を控えることが多くなっている現状に
ついて、必要な受診の重要性にも言及しました。

小野田診療本部長がMedical Note社主催の
オンライン市民講座で「甲状腺がん」について講演

講 演
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研修・見学の記録
国内外から研修・見学のために隈病院を訪れる甲状腺医療に携わる方々をご紹介します。

　甲状腺がもっと好きになり、加えて謎が深まりました。病気はわ
からないことの宝庫だと常々思うのですが、実臨床では教科書に書
いていない疑問に直面することが多々あります。今回、廣川先生や
スタッフの皆さんにご意見をお伺いでき、理解が深まった一方で尚
のことわからないことが増え、つくづく面白い臓器だと思いました。
今後もやっていきたい分野ですね。穿刺吸引細胞診をキャリアに
選ぶ病理医は日本では少なく、私は海外留学を経て学んできまし

た。その道を先に歩まれていた廣川先生は先輩のような存在であり、ぜひ実際にお会いし、その先生が
働かれている病院を見たいと以前から思っていました。診察から手術、切り出しまでシェーマーが一貫
して使われていて便利。甲状腺に特化しているからこそのシステムでかっこいいと思いました。

FOCUS!FOCUS!

“隈病院甲状腺病理細胞診断教育コース
（5日間）を終えて“

バセドウ病看護の実際を知り、今後の研究活動の示唆を得るという目的で、摂南大学大学院看護
学研究科より森谷教員と学生3名の計4名の皆様が見学研修に来訪されました。甲状腺疾患看護
は教科書にもその詳細を記しているものが少ないため、経験による知見を当院の外来看護師を中心
にディスカッションし、新田看護本部長より甲状腺疾患看
護について隈病院で蓄積された経験をお伝えしました。
隈病院の看護本部は、甲状腺疾患看護をできるだけ
多くの看護師の方々に知っていただきたいという思いか
ら、様々な学術活動や取り組みを行ってきました。
その思いが結ばれて形となり実現した、今回のご訪問を
大変うれしく思っております。

摂南大学大学院 看護学研究科

“摂南大学大学院看護学研究科より4名が来訪“

2020年11月13日に東京で開催された第30
回日本内分泌学会臨床内分泌代謝Update
において、元当院外科の小田瞳先生と院長宮
内昭が日本内分泌学会EJ優秀論文賞を受賞
しました。この賞は小田瞳先生が当院在職中
に同学会の英文誌Endocrine Journalに発表
した「Comparison of the costs of active 
surveillance and immediate surgery in 
the management of low-risk papillary 
microcarcinoma of the thyroid」に対する
ものであり、宮内はその研究と論文執筆におけ
る指導が受賞理由です。この論文は、低リスク
微小甲状腺乳頭癌に対する手術療法と積極
的経過観察の10年間の医療費を当院での実
際の診療の流れに基づいて計算し、手術の方
が経過観察より4.1倍高い事を報告したもの
です。経過観察が患者個人にとっても、社会に
とっても経済的負担が少ないことを報告した
もので、多くの論文に引用されたとのことです。

小田先生は2014年から2018年まで当院に
外科医として勤務し、ご主人の両親の介護の
ため退職。退職後に全身の神経が変性する難
病にかかられ闘病中であり、電動車椅子での
受賞となりましたが、この受賞を大変喜んでお
られました。先生は大変意欲的であり、いくつ
かの大学の医学部学生に年に数回講義をして
いるとのことです。なお、当日はいくつかの表彰
がありましたが、これらの賞の授与者は日本内
分泌学会代表理事赤水尚史先生（当院副院
長）でした。

日本内分泌学会EJ優秀論文賞を受賞

最新のニュースについて、詳しくは当院Webサイトをご覧ください

受賞風景
左より赤水代表理事、小田先生、受賞のお礼を述べる宮内院長

受賞後の記念撮影
左より、宮内院長、小田先生、赤水代表理事（当院副院長）

学 会

11月 医師2名（国内）、その他4名（国内）

亀田総合病院 臨床病理科 後期研修医 吉川 亮先生
よしかわ あきら
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日々の  ？  を解決
D A ILY  Q & A

GENBA NO TRY
現場の
トライ

ドクター

週末週末
Q 検査技師による

採血について
甲状腺手術でドレーンという管を

入れると言われました。なぜですか？

病気について、詳しくはホームページをご覧ください

採血業務といえば看護師が行う業務の
一環であると思われるのが一般的ですが、
最近では臨床検査技師が採血を行う施設
も増えてきました。
当院では、2019年11月より外来患者様

の採血を看護師指導のもと臨床検査技師
が一部業務を担うことになり、患者様にも
安心して採血を受けていただくために職員
間あるいは模擬腕等を活用し、技術のさら
なる向上に努めています。
また、患者様が受診される際の動線を理
解するため、他部署の見学も積極的に行
い、院内勉強会を開催し知識を深めていま
す。定期的にお互いの手技や接遇の見直し
を行い、患者様とのコミュニケーションにも
心がけ安全に配慮しながら採血できるよう
日々努力しています。
（臨床検査科　川越 ほのか）

A手術後の異常を早く発見し、かつ傷の治りを良くするためです

甲状腺の手術では、手術中にドレーンと
いう細いシリコン製の管を傷口のわきから
入れることが一般的です。
ドレーンを入れる目的は２つあります。１
つ目は手術後の異常を早く発見するためで
す。確率は低いですが、手術後に出血やリン
パ液の漏れ（リンパ漏）が発生することがあ
ります。ドレーンを入れておくことでこれらの
異常に早く気づき対応することができます。
２つ目は傷から出る余分な組織液を排出
し、傷の治りを良くさせるためです。
当院ではドレーンを術後2日目に取り除く

ことが一般的ですが、状態によってはもう少
し長く入れておくこともあります。
患者さんからすると邪魔と思われること

もあるドレーンですが、
実は患者さんの安全を
守り、傷の治りを助ける
大切な存在なのです。
（外科　安藤 孝人）

クマぺディア 検索

ドレーン（上）
コンビニのストロー（下）

せ
ん
し

※
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ら
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疑
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取
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察
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こ
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の
虫
取
り
は
少
し
大
変
で
す
が
、他

は
そ
こ
ま
で
手
間
も
あ
り
ま
せ
ん
。季
節

を
感
じ
ら
れ
る
し
、新
鮮
で
安
全
な
野
菜

が
食
べ
ら
れ
る
し
、豊
作
時
に
は
料
理
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増
え
て
、お
す
す
め
で
す
。

二
人
暮
ら
し
な
の
で
、冬
の
間
の
野
菜
は

だ
い
た
い
ま
か
な
え
て
い
ま
す
ね
。

　

家
庭
菜
園
を
始

め
ら
れ
た
い
と
い
う

方
に
は
ま
ず
ゴ
ー

ヤ
を
お
す
す
め
し
ま

す
。初
め
て
で
も
失

敗
し
に
く
い
し
、１

本
植
え
た
ら
50
〜

1
0
0
本
く
ら
い
収
穫
で
き
ま
す
よ
。プ

ラ
ン
タ
ー
で
育
て
る
場
合
は
、し
っ
か
り
栄

養
を
あ
げ
る
の
を
忘
れ
ず
に
。我
が
家
で

は
近
所
に
も
配
っ
た
り
、黄
色
く
な
る
ま
で

熟
し
た
も
の
は
ジ
ャ
ム
に
し
て
パ
ン
に
塗
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
も
好
き
で
す
。隈
病
院
の
近
所

に
あ
る
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店「
す
い

ら
て
」に
は
長
く
通
っ
て
い
ま
す
。誕
生
日
祝

い
に
作
っ
て
も
ら
っ
た「
ヒ
ロ
カ
ワ
ブ
レ
ン

ド
」も
あ
る
ん
で
す
よ
。ネ
ッ
ト
で
ど
な
た
で

も
買
え
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
け
れ
ば
ど
う
ぞ
。

　

隈
病
院
で
は
、甲
状
腺
に
関
し
て
世
界

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
穿
刺
吸
引
細
胞
診
※

と
病
理
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。病
理
診

断
は
最
終
的
に
病
気
が
何
で
あ
る
か
を
決

め
る
も
の
で
あ
り
、ブ
レ
る
と
診
療
が
で
き

な
い
の
で
、と
て
も
大
切
な
仕
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。日
々
精
度
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
の
で
、患
者
の
皆
様
も
、ど
う
ぞ
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
菜
園
歴
は
30
年
以
上 週

末
は
家
庭
菜
園
で
リ
フ
レ
�
シ
�

コ
�
ヒ
�
好
き
で
�
喫
茶
店
に
は

ヒ
ロ
カ
ワ
ブ
レ
ン
ド
も

ブ
レ
な
い
病
理
診
断
を

川崎医科大学を卒業後、病理診断の分野で経験を積む。2006年に隈病院
に入職後は、正確で質の高い病理診断を目指して、さまざまなシステムを構
築。また、精力的に研究成果の発表も行っている。KKSS（神戸甲状腺診断
セミナー）の開催など、病理診断の人材育成にも尽力している。

Doctor’s Profile

病
理
診
断
科
科
長
　
廣
川 

満
良

ひ
ろ
か
わ

Vol.12

み
つ
よ
し
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影
響
物
質
を
取
り
除
か
せ
る〝
P
E
G
処
理

試
験
〞を
お
こ
な
っ
て
、数
日
以
内
に
先
生

方
に
結
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。原
因
が
分

か
れ
ば
、患
者
さ
ん
の
病
気
の
状
態
を
よ
り

正
確
に
知
る
手
が
か
り
に
も
な
り
ま
す
。

検
体
検
査
室
で
は
こ
の
よ
う
に
2
種
類

の
測
定
機
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
、患
者
さ

ん
一
人
一
人
の
検
査
結
果
に
対
し
て
よ
り
信

頼
で
き
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。そ

し
て
非
特
異
反
応
の
原
因
を
調
べ
る
こ
と

で
、病
気
の
状
態
を
よ
り
正
確
に
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
甲
状
腺
専
門
病

院
の
検
体
検
査
室
と
し
て
患
者
さ
ん
の
病

気
の
診
断
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

甲
状
腺
の
機
能
を
評
価
す
る
た
め
に
、甲

状
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン（
T
S
H
）と
、甲
状
腺

ホ
ル
モ
ン（
F
T
4
、F
T
3
）が
よ
く
測
定

さ
れ
ま
す
。当
院
の
検
査
室
で
は
こ
れ
ら
の

ホ
ル
モ
ン
を
、大
小
2
種
類
の
測
定
機
で

測
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
こ
れ
ら
の
測
定
機
の

特
徴
や
違
い
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
か
ら
採
血
し
た
検
体
は
、ま
ず

大
き
な
測
定
機
で
測
定
し
ま
す
。こ
の
測
定

機
の
長
さ
は
5.8
ｍ
も
あ
り
ま
す
。
5.8
m
と
い

う
と
消
防
車
と
同
じ
く
ら
い
な
の
で
、な
か

な
か
の
長
さ
に
な
り
ま
す
。こ
の
測
定
機
は
一

度
に
た
く
さ
ん
の
検
体
を
測
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
強
み
で
す
が
、当
院
の
検
査
室
で
は

こ
れ
を
2
台
設
置
し
て
同
時
に
動
か
し
て
い

る
の
で
、ど
ん
な
に
混
ん
で
い
て
も
1
時
間
以

内
に
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

小
さ
い
方
の
測
定
機
の
長
さ
は
1.4
m
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。で
も〝
非
特
異
反
応
〞に
だ
ま

さ
れ
に
く
い
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。

非
特
異
反
応
と
は
血
液
の
中
に
あ
る
自
己

抗
体
や
高
分
子
タ
ン
パ
ク
な
ど
が
測
定
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
で
す
。非
特
異
反
応
が
起

き
る
と
ホ
ル
モ
ン
の
検
査
値
が
正
確
に
で
ま

せ
ん
。こ
の
小
さ
な
測
定
機
で
測
る
こ
と
に

よ
っ
て
、非
特
異
反
応
の
影
響
を
受
け
て
い

る
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
非
特
異
反
応
の
原
因
を
知
る
必

要
が
あ
る
場
合
、一
般
的
な
病
院
で
は
測
定

機
を
造
っ
た
メ
ー
カ
ー
に
お
願
い
し
て
調
べ

て
も
ら
い
ま
す
が
、当
院
の
検
査
室
で
は
自

分
た
ち
で
調
べ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
検

体
を
希
釈
し
て
測
定
す
る〝
T
S
H
希
釈
試

験
〞や
、P
E
G
と
い
う
物
質
に
検
体
中
の

甲状腺関連ホルモンの測定について

メ
ル
カ
ゾ
ー
ル
は
、抗
甲
状
腺
薬
と
呼

ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
お
薬
で
す
。

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
合
成
に
必
要
な
酵
素

の
働
き
を
阻
害
し
、甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の

過
剰
分
泌
を
お
さ
え
ま
す
。

メ
ル
カ
ゾ
ー
ル
の
効
果
が
現
れ
る
ま

で
、１
〜
３
、４
ヶ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

症
状
が
改
善
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
途
中

で
服
用
を
や
め
た
り
せ
ず
、指
示
さ
れ
た

服
用
量
を
し
っ
か
り
守
り
、根
気
よ
く

内
服
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

気
が
つ
い
た
時
点
で
す
ぐ
に
服
用
し
て

く
だ
さ
い
。た
だ
し
、次
回
の
服
用
が
近
い

と
き
は
服
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

頻
度
の
高
い
副
作
用
に
、か
ゆ
み
、じ
ん

ま
し
ん（
薬
疹
）が
あ
り
ま
す
。症
状
が
軽

い
場
合
は
薬
局
で
か
ゆ
み
止
め（
抗
ヒ
ス

タ
ミ
ン
薬
）を
購
入
し
、服
用
し
て
く
だ
さ

い
。お
薬
を
服
用
し
て
も
症
状
が
続
く
場

合
や
、強
い
症
状
が
で
た
と
き
は
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

重
大
な
副
作
用
に
は
、白
血
球
減
少
症

（
好
中
球
減
少
症
）が
あ
り
ま
す
。血
液
中

の
好
中
球
が
減
少
し
て
い
る
状
態
で
は
、ウ

イ
ル
ス
や
細
菌
に
感
染
し
や
す
く
な
り
ま

す
。治
療
開
始
後
の
２
ヶ
月
間
に
発
症
し
や

す
く
、飲
み
始
め
は
２
週
間
に
1
回
、血
液

検
査
の
た
め
に
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

初
期
症
状
に
は
、38
℃
以
上
の
高
熱
、の
ど

の
痛
み
が
あ
り
ま
す
。頻
度
は
1
0
0
0
人

に
１
人
と
ま
れ
で
す
が
、放
置
す
る
と
危
険

で
す
の
で
、症
状
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
服
用
を

中
止
し
て
当
院
も
し
く
は
近
隣
の
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

（
薬
剤
科　

石
川 

莉
沙
）

隈
病
院
の

医療安全対策

Safety
First

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
事
態
宣
言
の
再
発
出

　

2
0
2
1
年
1
月
13
日
に
大
阪
、兵
庫
、京
都
を
含
む
７

府
県
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
が

再
度
発
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
現
在

で
は
、更
に
期
間
の
延
長
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。世
界
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
患
者
は
1
億
人
を
突
破
し

ま
し
た
。

　

世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る
う
感
染
症
で
す
が
隈
病
院
で
は

職
員
の
健
康
管
理
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
継
続
し
、万
全
の
体

勢
で
診
療
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。外
来
患
者
の
皆
さ
ま
に

は
待
合
の
椅
子
が
少
な
い
等
、た
い
へ
ん
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
マ
ス
ク
着
用
徹
底
な
ど
、ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
安
全
管
理
室　

新
田 

早
苗
）

検査を読み解く

甲
状
腺
関
連
ホ
ル
モ
ン
を

２
種
の
機
械
で
測
定

臨床検査科
篠塚 祐奈

お薬ノートお薬ノート
メルカゾール

も
し
飲
み
忘
れ
た
ら
？

主
な
副
作
用
は
？

測
定
器
の
使
い
分
け
で

よ
り
正
確
な
デ
�
タ
を
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　2020年は世の中が大きく変化しました。ライ
フスタイルの変更を余儀なくされた方も多かっ
たのではないでしょうか？それでも季節は変わ
り、春がやってきます。受け身にならず、積極的
に変化していきたいものですね。お手製のお弁
当を持って暖かい日には近くの公園で「日向
ぼっこ」という手も。花粉の気になる方はお家で
お弁当箱につめるのも気分が変わっていいので
はないでしょうか？
　今回はお弁当のおかずになるレシピをあげて
みました。ポイントは「水分が出にくい食材を選
ぶ・水分をよく飛ばす」です。酢豚にはよく玉葱
が使われますが、あえて入れていません。お弁当
のおかずで失敗した経験のある方にはもう一
度、トライしてみてほしいレシピです。

今回のテーマ

新しいスタートのお供に

　隈病院では、入院中の患者の皆様に毎日の食事
を楽しみにしていただけるよう、食べることが大好
きな管理栄養士たちがバランスの取れたおいしい献
立を日々研究しています。そんな管理栄養士たちが、
ご自宅でも、ヨウ素制限中でも、ご家族一緒にバラ
ンスの良い食事を楽しめるよう考えた簡単レシピを
お届けします。

隈病院 管理栄養士こだわりの

BALANCE
RECIPEs   

～五感で楽しむ毎日の食事～

SPRI
NG

カラフル簡単黒酢豚　
熱量304kcal、タンパク質16.9ｇ、脂質17ｇ、
炭水化物18.0ｇ、塩分1.5ｇ（1人分）

材料（2人分）※量は目安です

作り方
❶パプリカ、ピーマン、ニンジンは1cm角に切る。
❷★を合わせて合わせ調味料を作っておく。
❸フライパンを用意し、豚小間切れを2cmく
らいに丸める。片栗粉を軽くまぶしながら巻
き終わりを下にして焼いていく。

❹火が通れば、一度豚肉は取り出し、野菜を
炒める。

❺野菜がやわらかくなったら豚肉を戻し、合わ
せ調味料をかけて絡めてできあがり。

山芋サラダ（セロリとミックスビーンズ）
　熱量78kcal、タンパク質1.5ｇ、脂質4.3ｇ、
炭水化物8.6ｇ、塩分0.7ｇ（1人分）

材料（2人分）

作り方

❶セロリを1cm角に切り終えたら、下処理して
おいた山芋とリンゴをボウルに合わせる。

❷塩・こしょうを好みで加え、ミックスビーンズ
を入れる。

❸ワサビ、マヨネーズを入れて和えればできあが
り。ワサビを入れることで味がグッと引き立ちます。

※★調味料は作りやすい分量で作っています。使用時は加減して下さい。

下処理 山芋は1cm角に切り酢水に少し漬
け、サッと熱湯にくぐらせる。リンゴは
1cm角に切り、塩水で色止めする。

ピーナッツ 大さじ1
★黒酢 大さじ3
★酒 大さじ1
★砂糖 大さじ2
★醤油 大さじ2

豚小間切れ 150g
片栗粉 適量
パプリカ(赤・黄) 各1/4個
ピーマン 1個
ニンジン 20ｇ

★塩・こしょう 少々
★マヨネーズ 適量
★ワサビ 小さじ1/2

セロリ 1/4本
山芋 50ｇ
ミックスビーンズ 25ｇ
リンゴ 1/4個

ズッキーニの卵とじ　
　熱量89kcal、タンパク質3.9ｇ、脂質7.4ｇ、
炭水化物1.2ｇ、塩分0.3ｇ（1人分）

材料（2人分）

作り方
❶ズッキーニは1cmの半月切りにする。
❷フライパンにオリーブオイルを入れズッキー
ニを焼く。塩・粒コショウをかけ、やわらかく
なったら溶き卵を入れてよく絡め、火が通れ
ばできあがり。

オリーブオイル 大さじ1
★塩・粒こしょう 少々

ズッキーニ 半分
卵 1個

★黒酢
原料は「玄米」。
精米よりも高い
栄養価があります

〈レシピ提供〉
栄養科 管理栄養士

平野 美保
ひら の み ほ

★山芋
ねばねば効果は
胃粘膜の保護や消化促進の他、
疲労回復にも◎

★ズッキーニ
ビタミンや食物繊維以外に、
余計な塩分を排出する
カリウムも

14KUMA+ フードスタイリスト　ともながあきよ15 KUMA+



花隈公園
撮影場所

神
戸
の
楽
し
い
歩
き
方

奥大山の天然水、精米したて・炊きたて
の銘柄米、岩手県産ののだ塩と、素材に
こだわって丁寧に握られたおにぎりの
味わいはもちろんピカイチ。全14種の
具材と混ぜご飯、塩にぎりの中から選
べるほか、白米・玄米、のり付き・のり
別、塩加減まで調整可能なのはおにぎり
屋さんならでは。営業時間中はいつでも
テイクアウトOKだが、好みのおにぎり
を握ってもらう場合は16時くらいまで
を目安に少し早めの訪問がおすすめ。

おにぎり屋さんの
お弁当

五穀豊穣 米処 穂 の

花隈周辺を歩くと目に入る、城壁風の公園。
かつてこの辺りにあった花隈城というお城
にちなんだもので、園内には石碑と解説板
が設置されている。広々としており、眺めも
良いので、桜の時期にはお花見に訪れる人
も。テイクアウトご飯をここで食べても◎。

info
◆所在地／神戸市中央区北長狭通7-1-14
◆TEL／078-371-1289
◆時間／10：00～16：00（L.O.15：30）
◆休／火曜、日曜

info ◆所在地／神戸市中央区花隈町1

info
◆所在地／神戸市中央区元町通
　5-2-8 神明別館1階
◆TEL／078-371-2888
◆時間／11：00～18：00
◆休／土曜、日曜、祝日
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お弁当「焼鮭」（650円）
※おにぎりの具は日替わり

お弁当「みのり」（650円）
※おにぎりの具と惣菜は

　日替わり

紀州梅 五代庵
（260円）

焼き塩さば
（220円）

フォカッチャのモチモチカリッと食感と
豊富な具材の組み合わせが楽しいサンド

お店で出しているものはほとんどテイクアウト可能というcafe 
yom pan。パンやケーキは自家製で、フォカッチャサンドは注
文すると4～5分で作ってくれ、できたてが味わえる。「豆ツナ」、
「鶏むね」、「週替わり」の3種があり、豆ツナはヒヨコ豆やインゲ
ン豆のほくほく感にオリーブの風味が少し大人なレモンマヨ
ネーズ仕立て、鶏むねはミズナとパプリカの食感にピーナツバ
ターの香りと甘みが程よいアクセント。どちらも癖になる味だ。

フォカッチャサンド
cafe yom pan の

フォカッチャサンド
「豆ツナ」（300円）

フォカッチャサンド
「鶏むね」（300円）

マンゴーの
パウンドケーキ
（150円）フランボワーズショコラの

パウンドケーキ（150円）
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みのり

自分好みのおにぎりで
改めてお米のおいしさに立ち返る

2
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TAKE
OUT

※価格はすべて
　税込です
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　おしゃべり会スタッフに、岩井明音ちゃん(26歳)という同級生の友だちがいます。彼女はバセドウ病の経
験から、バセドウ病患者の心理について大学院で研究しました。小学生のときにバセドウ病を発症し、甲状
腺の全摘手術を受けた明音ちゃん。術後はチラージンで甲状腺ホルモンを補いながら生活しています。そん
な彼女から赤ちゃんが生まれたという嬉しいニュースが届きました。妊娠判明後からお薬の調整や、通院の
頻度も上げて、赤ちゃんの誕生を待つ中、赤ちゃんに病気、治療の影響が出ないか心配していたそうです。
　バセドウ病は若い女性に発症しやすい病気です。言い換えると、人生のターニングポイントで病気の
影響を受けるということです。そもそも病気のことを好きな人に話すこと自体すごく勇気のいることで、私
は恋愛に敷居の高さを感じています。バセドウ病の私は、好きな人にとって迷惑ではないかと考えたこと
もあります。明音ちゃんにもバセドウ病だからこそ感じる色んな気持ちがあっただろうなと、胸がいっぱ
いになります。これからも彼女と赤ちゃんを応援し続けていきたいです。明音ちゃん、心からおめでとう。

おしゃべり会ボランティア 田中 美奈さん

申し込み
不要、

入退室
は自由で

す！

お気軽
にご参

加くださ
い

日時：第3土曜日 10：00～14：00
場所：1階防災センター横 セミナー室

洗面所にハンドソープが無いことを入院してから知りました。入院準備品リストに
加えてもらえたら助かります。私は売店で購入しましたが、無いまま、水洗いのみ
で共用の場所を共有するのはコロナ禍において不安を覚えます。
Ａ．貴重なご意見ありがとうございます。入院患者の皆様にお渡ししております「入退院
のしおり」の次回改定分から「入院時の持ち物」のページに追記いたしました。今後も
入院患者の皆様に快適な入院生活を送っていただけるように努力してまいります。

入院初日から何度も部屋に訪問してくださりありがとうございました。コロナの
ため面会もなく他の人と話をすることも難しい中、看護師の皆さんやおそうじの
スタッフの皆さんがやさしく声をかけてくださるのが楽しみでした。皆さまお体に
気を付けてこれからもがんばってください。
Ａ．スタッフへの励ましのお言葉、ありがとうございます。現在、コロナウイルス感染症対策
のため、入院患者様への面会は原則禁止としております。感染機会を極力抑えて、通常の
病院機能を維持継続させるための一時的な措置ですが、患者の皆様にはご不便をおかけ
しており、大変心苦しい限りでございます。この度はご理解とご協力を賜り、スタッフ一同、
改めて御礼申し上げます。今後も安全で安心な療養環境のため最善を尽くしてまいります。

おしゃべり会から
こんにちは！

隈病院では、患者さん同士が自由に悩みや

思いを話し合えるボランティアスタッフ主催

の「おしゃべり会」を開催しています。

バセドウ病～恋愛と結婚と出産～

わたしの
体験談

ご意見・ご要望は各階に設置しているご意見箱に
お寄せください

皆様からの
ご意見

阪急電鉄
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待ち時間にどうぞ

※店舗情報は変更がある場合があります（臨時休業など）　※ヨウ素制限中の方は、海藻類を使用しているか等を各店舗にご確認ください

木苺のミルフィーユ バターチキンカレー

カルディーズクラブコーヒー
神戸隈病院店

●8：00～17：00（売店17：30）
※第2土・日・祝日 11：00～16：00
●お盆・年末年始休業
●全席禁煙

単品￥600（税込） ドリンクSET￥830（税込）
優しい食感のミルフィーユに甘酸っぱい木苺の
コンフィチュールがマッチ。

単品￥780（税込） ドリンクSET￥980（税込）
バターのほのかな香りと優しい味わいが辛みを
マイルドにしたお召し上がりやすいカレー。

TODAY’S SPECIAL

ご近
所ぶらりMAP

花隈・元町
エリア

KOBE

hanakuma・moto
ma

ch
i

隈病院 ご近所おすすめ飲食店
A つるてん生楽 西店 【和食】
　 時間 11：00～20：00（水曜は～16：00）　㊡木曜
B 豊福 【和食】
　 時間 11：00～21：00　㊡なし
C ひょうご イナカフェ 【和食】
　 時間 11：00～19：00　㊡月
D カレー味善 【洋食】
　 時間 11：30～15：00、17：30～19：00（L.O） ㊡木曜（火・日曜はランチのみ）
E 洋食レストラン マルシェ 【洋食】
　 時間 11：30～15：00　㊡日曜・祝日
F ピッツェリア ファミリア 【洋食】
　 時間 11：00～15：00、17：00～21：00　㊡月曜　
G 洋食ますだ 【洋食】
　 時間 11：30～15：00、17：30～20：00　㊡日曜
H 洋食の朝日 【洋食】
　 時間 11：00～15：00　㊡土・日曜
I 丸髙中華そば 神戸二宮 県庁前店 【中華】
　 時間 11：00～24：00　㊡日曜　
J Tea Room BON 【喫茶】
　 時間 9：00～16：00　㊡土・日曜・祝日
K すいらて 【喫茶】
　 時間 7：00～18：00　㊡不定休
L Norari＆Kurari 【喫茶】
　 時間 11：00～19：00（土・日曜・祝日は～18：00） ㊡土・月 不定休あり
M パン屋さん Sato 【パン】
　 時間 6：30～17：00　㊡日曜・祝日　
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